





A Study on the Restored Plan of Hotel de  Rambouillet 
  — Development of Hotel Interior in Paris in 17th Century —
Setsuko KATAYAMA
 This study is to show the spatial characteristic by restoring the plan of Hotel de Rambouillet in Paris, and to 
consider the elements which caused the development of interior design. 
 The restoration of the plan is made according to the imprints of the Rambouillet's plan which remain in the two 
study plans of Louis Le Vau, new materials. And I make the forms of the site and buildings clear, which have ever 
been unclear. As a result, Hotel de Rambouillet is proved to have been planned in view of the changes in visitors' 
movements and looks. Many of the devices are found in the buildings and interior designs of the later hotels. It is 
confirmed afresh that Hotel de Rambuillet had a great influence on the changes and development of hotel 
architecture and interior design.
1.は じめに
 本 論 は、 ラ ンブ イエ邸 の空 間構成 を平面 図の復
元 によって明 らか に し、室 内装 飾 の発展 要素 につ
いて考察 を行 うもの で ある。
 ランブイエ邸(H6tel de Rambouinet)と は、サ ロ
ン1文 化 を フ ランス に広 めた ことで知 られ る ラ ン
ブ イエ侯爵 夫人(Mrquise de Rambouillet,1588-
1665)の 自邸 で ある。夫人 がサ ロン開設 後 、パ リ
の貴族 の館 で は貴婦 人が客 人 を招 く習慣 が流行 し、
文 学や言 語 、マナ ー、室 内装 飾 が発展 した。 当時
の記 録で ある ア ン リ ・ソー ヴ ァル(Henri Sauval,
1620-690r 70)2が 残 したパ リの歴 史書"Histoire
et Recherches des Antiquite de la Ville de Paris
(1724)"3の 、邸 館(h6te1)の 事 例 の最 初 に 「最
も素晴 らしい館」 として ランブイエ邸 が紹介 されて
い る。 なお、本 論で は身分階 層の館 を邸館(hotel)、
庶 民 の住 宅 を邸 宅(maison)と 訳 して 区 別 す る。
 ランブイエ邸 で 最 も有 名 なの は、夫人の サ ロ ン
『青 の部屋(Chambre Bleu)』 で、 当時 と して は
珍 しい青色 の フ ァブ リック材 で 力 ラ ー コ ーデ ィ
ネ ー トされ た。 その他 に も画期 的で あ った と指 摘
され る点 が多々 あ るが、図面 が残存 しない ため不
明点 が多 い。 これ まで復 元 を試 みた もの と して は、
ジヤ ン=ピ エール ・バ ブロン(Jean-Pierre Babelon)
の研 究4が あ る が、 その 図(図1)は 未 完 部 分 の
ある ラフな もの で、不 明点 は解消 で きてい ない。
 本論 で は、建 築 家ル イ ・ル ヴ ォー(Louis Le Vau,
1620?-1670)の ル ー ブル宮殿 拡張 案 の 図面2点
に見つ けた ラ ンブ イエ邸 の平面 図の痕 跡 を手 がか
りに、新 た に平面 図 を作 成 して、 ラ ンブイエ邸 の
革 新 性 に っ い て検 証 を試 み る。 こ こ で い うル
ヴ ォーの図 面 とは、1660年 と1664年 の ル ー ブル
宮殿 拡張 計画案 で、 ル ーブル宮 殿 とチ ュイル リー
宮殿 、コレージュ ・デ ・キャ トルナ シオ ン(College
des Quatre-Nation)の 平面 図が書 かれ てい る もの
で あ る(図2、 図3)。1664年 の 図 面 で は、 ラ ン
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ヴォの建築書 (1ρuisSavot: L' ARCHITECTURE 
FRANCOISE DES BASTIMENS PARTICULIERS， 













図2 ルーブル宮殿拡張案 (LouisLe Vau， 1660) 
図3 ルーブル宮殿拡張案 (LouisLe Vau，1664) 



















ルーブル通り (Ruede St Thomas du 1ρuvre)に


























図5 ランプイ工邸周辺 CGomboust，1661) 
上部が東、中央右はシュヴルー ズ邸
図6 ランプイ工邸外観図 CEmileMagne， 1929) 




Hotel de Chevreuse 
庭園
サン・トマ・デュ・ルーヴル通り




































































































































































































































列配置 (corpde logis simple)には適合しないも











































4 Jean-Pierre Babelon: Demeure parisienne sous 






















(Hotel de 1ρngueville， 1615) 









13 Mlle de Scudery: Artamぬeou Le Grand Cyrus， 
1656 (Nicole Aronson : Madame de Rambouillet 
ou la Chambre blue， Fayard， 1988， p.74) 
14 rタールマンの逸話J(Tallemant des Reaux， c.
1657-9)として知られる
15 Jean-Pierre Bablon ， p.184-200 
16 Nicole Aronson， p.77 
17 Nicole Aronson， p.74 









simple、二列に配置されるものを corpde logis 
deubleと言う。
2 拙稿参照 (17世紀フランスの住居の構成とそ







図1Jean-Pierre Babelon， p.185 
図2Hilary Ballon: 1ρuis Le Vau -Maza出向College，
Colbert's Revenge-， Princeton， 1999， Fig.17 
図3op.cit.， Fig. 80 
図4Jean-Pierre Babelon， p.146 
図5Plan de Paris 1530-1808 (復刻，地図史料編
纂会編、柏書房、 1994年3月)
図6Emile Magne， p.49 
